
『誰もが自分らしく幸せを感じられる
「健康しが」の実現』

令和5年度中に策定、変更が予定されている計画等について

「健康しが」

1. 滋賀県感染症予防計画
2. (第３次）滋賀県食の安全・安心推進計画
3. 健康いきいき２１－健康しが推進プラン－
4. 滋賀県歯科保健計画－歯つらつしが２１
5. 滋賀県食育推進計画
6. 滋賀県がん対策推進計画
7. 滋賀県循環器病対策推進計画
8. 滋賀県保健医療計画
9. 滋賀県外来医療計画
10. 滋賀県医師確保計画
11. レイカディア滋賀 高齢者福祉プラン
12. 滋賀県医療費適正化計画（第４期）
13. 滋賀県国民健康保険運営方針（第３期）
14. (仮称)依存症総合対策計画
15. 滋賀県動物愛護管理推進計画

R５年度健康医療福祉部関係計画策定にかかる基本的な考え方

厚 生 ・ 産 業 常 任 委 員 会 資 料 ２
令 和 ５ 年 （ 2 0 ２ ３ 年 ） ６ 月 １ 日
健 康 医 療 福 祉 部
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滋賀県基本構想実施計画（第2期）

政策1 からだとこころの健康づくり
政策4 「自分らしさ」が大切にされ、

誰もが活躍できる共生社会づくり

1. 淡海ユニバーサルデザイン行動指針
2. 滋賀県障害者プラン2021
3. （仮称）滋賀県困難な問題を抱える女性への支援のための施策の

実施に関する基本計画
4. 滋賀県再犯防止推進計画



からだとこころの健康づくりのための15の計画①（健康危機管理体制と健康づくり）
基本構想実施計
画関連部分（ペー
ジ）

番号 計画の名称 何のためにこの計画をつくり、なにを決めているのか 今回の改定のポイント

健康危機管理体
制づくり（P.5）

１ 滋賀県感染症予防計画
感染症の発生時やまん延時に県民の生命および健康を守るため、医療提供体制、検査
体制、保健所体制や宿泊療養施設の確保等について定める。

• 新型コロナウイルス感染症の教
訓を踏まえた対応

２
(第３次）滋賀県食の安
全・安心推進計画

食に携わる関係者すべてが各々の責務と役割を果たし、社会全体で食の安全・安心の確
保を推進することにより、県民の食品の安全性を確保し、食への安心感を醸成するため
に必要な施策を定める。

• 現計画の評価や食を取り巻く環
境変化を踏まえた改定

健康づくり（P.6）

３
健康いきいき２１－健
康しが推進プラン－

県民の健康増進の推進および生活習慣病対策、健康を支えるための社会環境の質の向
上を図るため、健康寿命の延伸に関する施策について定める。

• 働き方の多様化、ＳＮＳの活用増
大などのライフスタイルや社会
環境の変化を踏まえた改定

４
滋賀県歯科保健計画－
歯つらつしが２１

歯および口腔の健康づくりの総合的かつ計画的な推進を図るため、歯科疾患の予防、口
腔機能の獲得・維持・向上、歯科検診等の基本的な方針および必要な施策を定める。

• 歯・口腔に関する健康格差の
縮小

５ 滋賀県食育推進計画
食育の総合的かつ計画的な推進を図るため、生活習慣病予防のための食育の普及、健
全な食生活の実践等について定める。

• 健康寿命の延伸につながる食育
の推進、ＩＣＴの積極的な活用

６
滋賀県がん対策推進計
画

がん対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、正しい知識の普及、予防の推進、医療
や各種支援の充実、がんになっても尊厳を持って暮らせるための施策について定める。

• 検診受診率の向上、緩和ケアの
充実

７
滋賀県循環器病対策推
進計画

循環器病対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、予防の推進、早期受診の体制充
実、循環器病になっても自分らしく暮らせるための施策について定める。

• 感染症や災害時における対応
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からだとこころの健康づくりのための15の計画②（医療福祉、心の健康、人と動物）
基本構想実施計
画関連部分（ペー
ジ）

番号 計画の名称 何のためにこの計画をつくり、なにを決めているのか 今回の改定のポイント

医療福祉人材、高
齢者の暮らし
（P.7)

８ 滋賀県保健医療計画
効率的かつ質の高い保健医療の提供を推進するため、主要分野（５疾病・５
事業および在宅医療）を中心とした各分野の体制・施策ならびに医療人材の
役割・確保対策等を定める。

• 新興感染症発生・まん延時における医療を
主要分野の６事業目に追加

• 医師の働き方改革、ICTの活用やデジタル
化の観点を踏まえた見直し

９
滋賀県外来医療計画
（滋賀県保健医療計画の一
部として策定）

外来医療体制を整えるため、外来医師の偏在状況を示すとともに、地域で
不足している医療機能や医療機器の効果的な活用に向けた方針を定める。

• 基幹的な役割を担う紹介受診重点医療機
関を明確化

• 地域で不足する医療機能の目標設定と進
捗評価

10
滋賀県医師確保計画
（滋賀県保健医療計画の一
部として策定）

地域・診療科における医師偏在対策のため、国が示す医師偏在指標を踏まえ、
医師確保の方針や目標、具体的な施策について定める。

• 地域ごとの具体的な目標医師数の設定と
進捗評価

１１
レイカディア滋賀 高齢
者福祉プラン

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、必要な
介護サービス量、介護人材の確保や市町支援の取組等について定める。

• コロナ禍で顕在化した諸課題への対応
• 家族を介護する人など、介護者本人の生活

の質の向上のための支援

１２
滋賀県医療費適正化計
画（第４期）

超高齢社会に対応した持続可能な医療の確保のため、限られた医療資源の
効果的、効率的な活用の方策について定める。

• 高齢者への医療・介護の効果的・効率的な
提供

• フレイル対策の新たな目標設定

１３
滋賀県国民健康保険運
営方針（第３期）

持続可能な国民健康保険の運営のため、県民が健康な暮らしを送れる、い
ざというときに安心して医療を受けられる仕組みづくりを定める。

• 保険料水準の統一の推進

こころの健康
（P.8）

１４
(仮称)依存症総合対策
計画

依存症対策を総合的に推進するため、依存症等の発症予防、進行予防、回復
の各段階の予防施策や包括的で切れ目のない支援の方策について定める。

• アルコール健康障害に加えて、ギャンブル
等依存症、薬物依存症対策の推進

人と動物の豊か
な関わり（P.11)

１５
滋賀県動物愛護管理推
進計画

動物が命あるものであることを基本に、人と動物が共生できる豊かな社会
の実現を目指した施策等について定める。

• 適正飼養の更なる推進と実質的な致死処
分ゼロに向けた対応
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共生社会づくりのための４の計画

基本構想実施計
画関連部分（ペー
ジ）

番号 計画の名称 何のためにこの計画をつくり、なにを決めているのか 今回の改定のポイント

共生社会（P.１９）

１
淡海ユニバーサ
ルデザイン行動
指針

社会全体に一層ユニバーサルデザインの推進を図るため、県、市町、県民、民間団体等の参加と
協働による一体となった取組を進めるための基本的な考え方や方向性等を定める。

• 障害の社会モデルや当事者参
画の考え方等を踏まえた見直し

２
滋賀県障害者プ
ラン2021

障害のある人が望む暮らしの実現のため、障害の有無にかかわらず県民がお互いを尊重し、理
解し、助け合える共生社会の実現に向けた指針および実施計画について定める。

• 共生社会の実現に向けて、令和
５年度を目標としていた重点取
組等についての見直し
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（仮称）滋賀県困
難な問題を抱え
る女性への支援
のための施策の
実施に関する基
本計画

困難な問題を抱える女性が安心かつ自立して暮らせる社会の実現を目指し、関係機関・団体等
と連携体制の強化を図り、相談支援や居場所提供、日常生活の回復等の支援について定める。

• 人権の擁護・福祉の増進
• 民間団体との協働による支援

学び直しや再挑戦
（P.２１）

4
滋賀県再犯防止
推進計画

生きづらさを抱える犯罪をした者等が、地域社会で孤立せずに社会復帰するため、また県民が
安全・安心に暮らすことができる社会の実現を図るため、国・県・市町・民間協力者等が一丸と
なった「息の長い」支援等について定める。

• 国・県・市町の役割分担を踏ま
えた息の長い支援
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